
|問ベ

王見fモギリシャ言吾α〉

~惇号:t:旨宕ミと慧乏王見乙こ切っし、てご

キ喬 云苧百I

現代ギリシャ語で、 空間における対象の位置をある基準点から相対的に「上方」

「下方」等々と定位して表現す~には、二つの形態素の連続を用いる.

(l)TnaPXEt {va ßtß入 ío 芝生~ GTO TPan{{t. l' 

「テーブル旦よl三本があ石」

(2) 'EvaγaTa/Ct /CaeεTat /Ca主主主主互 Tη 阿 ρ(/CAa.

「椅子旦ヱt~~苗が座っている。 J

πavωσe 2)・KaTωαπ6の各々の最初の形態素 πavω，KaTω は単独で副詞とし

て機能し、二つ自の σE・απ61ま前置詞として機能する.このように、現代ギリシャ

需の相対的な空間指示表現は、副詞+前置詞という連続した二つの形態素によってな

される点で、単純な前置訪 elT('KαTaなどで空間指示を行っていた古代ギリシャ語

と大きく異なっている.

とこ'5で、これらの空間表現において、 ~IJ詞が全て σE ・ απ6 のいずれとも結びつ

〈訳ではない。ある副詞lZσEと、別の副詞はαπ6と結合し、他のものは両者と結合

し得る.それでは、いかなる冨I1認がいずれの前置詞をとり、両者と結びつく場合には、

どのような遣いがあるのだろうか。

まず関本至氏著 T現代ギリシア言文法」を見てみよう。その「前置詞」の章3)で、

空間表現に関して述べられていることをまとめれば、以下のようにな~.

(Alσε と結びつ〈副詞
μ4σα • 1raνω. 必OVT<I

(Blα，.6と結ぴつ〈副詞
宵 {σω /C<ITω 1Tavω. uετa. uaTeoα 1C4TO7rlν.aω. ulσa 
ed<.Ige. 1rlpα， Ua.1Cρl<I 

(Cl rTE とも α智 6とも結びつき意暁上区別のない i'J:詞
U1rρoσTα，α1rεναVTt，αναμεσα，γνpω 

本稿では、これらのうち、 「上方J r下方J r前方J r後方J r内部」を示す副詞

に限って、論じていくことにする.

(A)・(B)ともに含まれている副詞にπavω ・uEσα がある.(C)の場合と異なり、
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σEをとるかqπ6をとるかによって意味が異なるが故に、このように分類されたのだ

と思われる。

u.eσα 「内部」の場合、 aeと結びっくとInessive-I11ative(内部における存在・

運動一内部への移動〉の意味になり、 anoと結Uつくと Elative(内部からの移動〉

の意味を持つ。

(3) Kt EIlεtva位三:立TO XtOVL 2) 

「そして愁は雪旦旦l三いた」

(4)Ot X1Jμo ( /C1J/C入口φOpovσav a9wPηTOt ue豆a crT01J宮 'Y1JUVOVc 

高λWV01Jc・

「樹液が、外から見えることなく、裸の綬旦虫盟主循環していたJ

( o) Tasa)..a坐色ι..!!..TOσ1JPTapt. 

「私はそれらを引出し旦旦旦入れた」

(6)Bγ司/CE ，.dσa aπO TO σ7rlTt. 

「彼は家旦史主主出た」

これらのu.eaaσe/απ6の意味は、 cre・απ6のそれぞれの基本義 Locative-

A lla ti ve (場所における存在・運動一場所への移動〉、 Ablative(場所からの移動〉

と平行してい弓。

これに対し、 πdνω 「上方」の場合、 σz と απ6の選択は ~ackrid~e( 1985. p.21 

o )に端的に述べられているように、対象と定位の基準点との問の「綾触」の有無で

あるとaEわれる。

Cf. πavωσε"above and in contact with" with 7raνω 

dπO "above and no in contact wiht" 

対象がある場所(基準点〉に按触している場合は aeが用いられる。

(7)E(Xειt a1JTOc芝生主主TayovaTa T01J TO 宵 εP(σTPOφOTOV. 

「彼も、ひざ旦よlE拳銃を載せていた」

(8)To 'Yaλa e(xe X1J9εfπavωσTa povxa. 

「牛乳が衣服旦よ旦こぼれていた」

(9)~It 0 1J VTOVφÀ71crav :!!'.生(，) crTa /c01JcpaSH a ・

「彼らは骸骨金よ豆つまづいた」

上例において、 「拳銃」と「ひざ」、 「牛乳」と「衣服J、 「彼ら」と「骸骨Jとの

問にはなんらかの接触がある.

他方、接触を欠いている場合にはαπ6が用いられる.

(lO)!pa/Ctva aε pocr /C áφ可ばTa~av 宝生~互7rÉVTE t pavt /CEc 

π6λεt宮・

「イラク軍機が五つのイランの都市旦よ主飛んだJ
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(ll)H ICUp(αEεtμóvησ '{.vαπαpá~ ε vO πq入 16σ1f t TalCl ， 

σ'{va λ6φo lI'a主主 all'oTIC O"dlηpooPOμIIC{宮 'YPαμμ代.

「その婦人は線路旦よO)fiの奇妙な古い家に一人で暮らしている」

(12、IIavωaπo 0λOll:入ηPO TOσπ(TI lI:al Tηλ(UVηπλaVloTav 

j.Lla aλ入OICOTηaTμ6σφalpa.

「家全体と湖金よ主妖気が舞っていたJ

これらの例において、 「飛行機」と「都市J、 r lIJと「線路」、 「妖気」と「家・

糊」の問に直銭の按触はない.この点は、 πavωαπ6を用いて数値を示す場合に明瞭

に表れ~.例えば、

(13) EICE (VO 1 同 U ε(val 芝生~互 E (11:0σ1 xPovwv 

は「二十才以上の者Jではなく、 「二十才を過ぎた者」である.つまり、この前置詞

匂の意味には、 「上方」を定位する基準点〈ここでは「二十才J)が含まれておらず、

それを除いた「上方J (この場合「より高い年齢J)が意味されており、上例で「都

市J r線路J等が前置詞句の示す意味範囲に含まれていないのと類似している.

このように πavωと結合した場合、前置詞απ6のもつ基本義Ablativerある位置か

らの移動Jは、 「ある位置から移動した結果としての分離状態Jとして把え直されて

いる.ただし、必ずしも実際に移動が行われた必要はなく、あたかも、移動した結果

現在の状態に至ったかのように言語的に表現されてい石のである.

さで、 πavω において、両前置詞の選択基準はほぼ明らかとなったが、この基準が

当てはまるかどうか唆隙な例も見られる.

(14)To Bλ{uua TOU lI:apφw9ηιεσεμ1 a πεp(εP'YησtλOV{Ta 

σκuμuEvη 竺主主主・ {va II:OVφapI. 

「彼の視線は、死体旦よ旦かがみこむ奇妙な影lこ釘付けになった」

(1 5)~ ・ {va oauAoσTO ÖE~( X{PI EiXE 0"11:何日 主主主 all" TO

lI'POσc，l1!'0 EVO<; VεII:pou. 

「右手tこ松明を持って、死体の顔色出かがみこんでいた」

(16) AvaO"呼zωσε aπ'TOU雪 wμOV<; TO μπλ{ II:IUOVO πouφεpε 豆長三笠

白骨'TO ψtλO TOV 1I'0VκdμtσO. 

「彼は湾いシャツ旦よi王者ていた青い着物を肩から引き上げた」

(!7)Tc.ipa入avσapε1 v{a uooa， φOPwvTa<; lI:aλσov 甘 avωaπ6

Tηv a9ληTIII:呼 Tη雪 auφCεση

「彼女は今、競技用の衣装旦よ旦ストッキングをつけて、ニュー・モードを

披露す ~J

(14)と(15)は、動詞が同じであり、上述の基準の上ではそれほど差異があるとは思わ

れないのに、前置詞が異なっている.また(16)・(17)では、物理的には各衣装の問に

接触があると思われるのに、 πavωαπ6が用いられている.これらをどう説明するか
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は今後の課題である.

i欠に、 「上方」に対して「下方」の表現法はどのように行われるのか見てみよう。

先の表によれば、1<aTω:まロπ6とのみ結びつくとされていた.

(18) ~á入EψεTa Xεf入ta Tη宮 7TOV I:.(xav ot1T入ωeε( ICcITω 

d77.TημVTηTηc. 11，王 11

「彼女は轟2ヱヱ折り重なった唇を動かした」

(19) Kavε(c aλλOc OI:.V 8PtσlCoTav括主主.Jt:!!:'Tημεγd入η 刊 λη・

「他の捻も大きな門虫ヱ与はいなかったJ

これらの例において、対象(r唇J r誰かJ)と定位の基準点(r鼻J r門J)との

問に援触はない.このJ点(;tπaVQ aπ6と同じである.他方、対象が基準点、の「下方」

に援触している勾合は、どのように表されるのだろうか。例えば帳面の下に直筏置か

れた新聞を指して言う場合は、

(20)ηzφημI:.p(oa κaTω ロπOTO TεTPaotO 

町長苗旦ヱ(J)新聞」

となる.つまり、 「下方」の表現では、接触の有無にかかわらず、つねにαπ6が選ば

れるようである.

では、KaTωσEという連続は何を意味するかというと、関宏氏の前掲害では、 i欠の

ように述べられている.

r 1<aTc.J C7Tη( v) σKaλα7すの方、港E2で:この例は、復合前置詞ではなく、

単なるiJj詞と前置自が並んでいるだけである.引」

この点そ、以下の例を使って、意味治的な角度から考えてみよう.

(21) Kv入fσTη日 V 話エ旦....!l.Ta xc.iμaTa. 

「それらはヱ0!世冨を廷がった」

(22) 0 σ甘 oPOcTηc veac rc.J17C.;. ICPvuuevo雪lCaTCJ a'1T6 TO xc.iua 

「地面2ヱ;二時れていろ新しい生命の種子は・・・」

(21)を見ると、 KaTω で示される空間の位置と σTaXcJLLaTロの位置が同じであるの

に気づ<. r下方Jを定位するためのある基準点(この例では明示されていない〉か

ら見て下の位置に「地面」がある.これに対し(22)の前置詞匂の示す位置とTOXcJLLa 

の位置は同じではない.ここでは基準点が「地面」でありKaTc.J aπO TO XcJLLaの示

す位置(=r種子」の位置〉はこれよりも下である.

以上のことを、-:ravωの場合とあわせて図示しておこう.
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B 1Taν日 a1ToA -
l 

x-A …一日
B "a-r臼グεA B 必a-rιJa1TO A 

Ix- は→ A A I 

A B I 

x-. !! Jt位の茎準点

B πavc.J σe /ロnÓ~、 B 1< áTω ロπÓAにおいては、 Aが定1Eの基準点となるのに対し、

3 XaTc.J σe Aでは、 A以外の (Aより上方の〉ある位置に芸準点が据えられている.

次に「前方Jについて見てお <.uπ白0σTar前方J ま ce 、ロπ6とも結びつき、

意咲に区別がないものに分類されてい~.

(23) U1TOOσTa t1Tηv (または<l1t'Tηv) 官OPTa

「芦Omiヱ」

しかし、筆者がギリシ+人:こ尋ねたところでは、何らかの微妙な遣いがあるように

思われ~.例えば、ある新聞にm賞された写真一窃ごしに広島の原健ドームを眺め

ろ現子ーの説明文に、

(2~) )f t a Ot ICoyEve t a 1 a宵 wvωv U1TPOσTaσTa 

TOlJ ICTtP(01) --cvνημe i otJ σT17 XlPOσiua. 

「建物の廃姥一広島の~è:念~! - o旦旦日本人家探」

と容かれてあった。これをuπPOCTa a-r:oとするとどういうニュアシスになるか、と

いう質問lこ対して、 「その綾子が、記念写真をき塁るときのように、原爆ドームのすぐ

前に立って、こちらを向いているような感じを与え弓.Jという返事を得た.そうす

ると、対象(上停IJでは親子〉が基準点(上例ではj原爆ドーム)の方を向いている甥合

σEが、向いていない場合anoが用いられるのだろうか.

しかし、筆者が新商から収集した写真の申には、例えば、岐豆の前に立って、正面

〈カメラのレンズの方〉を向いた女優について、

(25) d eν 甘 apa入εL申εvaφ咽TOypaφηeε( .... uπPOσTaσε TavIC. 

「彼女は縫草C)Mヱの写真温厚3も忘れなかった」

とt党明されていたり、皇居iこ向かい、昭和天皇の病気回復を祈る人々の写真に、

(26)rTηφωTOγpaφ(a rtaπωνÉ~Ot 宵POσεÚXOVTat

U1Tbot1Ta a1To Ta avaICTopa. 

「写真では、巴本人が皇居旦盟主ひざまづいて祈っている」

と添えられていたりして、上の仮設に対する反例が多く見出され、何かこれ以外の基

準で使い分けられてい~ょうである.

他方、次の例では、 σzlZ使われない、という返事を得た.

εpe(1Tta 

， 
γOVaTtσTOt 

6 ) 
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(27)厄CXL ETσlO BpeTTaVOc OlaT呼pησε TO apyUpo μεT<I入入lO

TωνlOOu. IiπPOCJ'T<I _ a宵 O TOV K<I入slV ~Ul 9 κal rr{σωaπ6 

TOV ....lOUC. 

「かくして、そのイギリス人選手は、カルビシギスミス虫盟、ルイスの後で

100mの銀メダルを確保した」

ここでは、対象〈二位のイギリス人選手〉老、ある序列関係の他の項目〈三位、一位

の選手〉と比絞して、それよりも前に、あるいは後ろに位置していることが述べられ

てい弓。その際、 απ6はこの序列関係の中における比較の基準を示していると雪えよ

令。実際ロπ6は比較級とともに用いられて、比較の対象老衰す.

(28) Eιe(voc ε(val πl O 申η入oc豆豆互 uEva. 

「彼は私よ旦主主背が高いJ

uπPOσT<Iと結びついたαπoj，をこのように比較の基準をしてとらえた場合、先の反例

(25)(26)等をもうまく説明できるかどうか、さらに検討が必要である.

いずれにせよ、 uπロoσTcXO'Eと uπロoσTcXαπ6の意味は同じとは言えないよう

である.その例をもう一つだけ挙げておきたい.

ギリシャ語で r-を通る」と言う表現をする場合、もっともー続的な動3司法πepv!5

だが、これと結びつくのは対格形の名詞ではな〈 απó+名詞であ~. 7) 

(29)立{paσε apγa CX7T互 Tηv <I入ληdκpηTη雪 a{90uσac・

「彼女はゆっ〈りと広間の反対側主通って行った」

ところで、 対象がある基準点の前方を通過した窃合、 uπPOσTcX 0'芭 ではなぐ、

UTtPOσTaαπ6 が用いられる。

(30) 'Eva aC1gevoφOPO πEpaσe uπPOσT<I arrO TO σπ(Tlμou. 

「救急車が忍の家旦盟主透った」

これに対し、対象がある基準点の前方で停止した湾合ば UTtPOO'T<Iσzが向いられる。

(31) 'Eva aσgevoφoPO σTaμ<ITηuε 但盟主主L何口 σπ{TlμOV.

「救急車が私の家旦盟主止まった」

こういった移動の動詞と副詞+前置詞の結びつきは今後の課題としておきたい。

最後に「後方」について簡単に見ておこう。 πfσω 「後方J ~ま απ6とのみ結びっく

と分類されている.この点!こ閉して、また、 πfσωσEの連続が冨i詞+前置詞の並91J
lこ過ぎない点、でも KaTω 「下方」の場合とよ〈似ている.次の文ベアを参照していた

だきたい。

(32) EICε {VOc ÉTPε~eπfσωarró TO σrr{Tl TOU. 

(33) ElCelvoc ETpe ~ e 主主主..Q.TOσπ(Tl TOU. 

(32)の意味は「彼は家の後ろへ走っていった」であるのに対し、 (33)は「彼は家

に走って帰った(例えば忘れ物を取りに)J であ~.さらに対象と基準点との接触の

有無にかかわらず、つねにaτ6が用いられる点も KaTω と同じである。例えば、鉄相
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の向こう仰にしがみついて、こちら冊u(カメラの方〉を見ている生徒たちの写真の説

E耳:立、

(34! IIfσω a7TQ Ta lCayyελa 0 l ua9ηT{宮.u宵fJOσTaηElσayyελE.a宝・

「鉄初卑盆主主:ま生徒らが、前:こは機事がJ

であった.

さて、これまで見てきた「内部J rよ方J r下方J r前方J r後方」表現における

前置詞の選択をまとめてみ~ならば、次のようになろう.

lnessive / l!!atlve E!atlve 

IIIσα 「肉お J| σε a".6 

「領触 J 有 「倭触」無

智 dν臼 「よ方 J I σε α".o 

~αhω 「下方」 α".6 

U，WDOσTa 前方」 σε{守} αTr6 (?) 

rr{(1ω 「後方」 α".6 

この表から明らかなように、 「上方J r前方」が前置旬により紹かに表現し分けら

れ~のに対し、 「下方J r後方」はそのような区別に無領警であ~.また、 「内部」

は、これらとは異なった基準で前置詞を使い分けてい~.

このことは、人間の空間把提の非対称性と関連づけられるように思う.Lyons (197 

7)によれば、

1n the up-down and front-back dimensions there 

is not only directionali ty. but polari ty what 

is above the ground and in front of us is. 

characteristically. visible to us and aeailable for 

interaction what is beneath the ground or behind 

us is not. Upwards and frontwards are pos i ti ve. 

wheras downwards and backwards are negative. in 

an egocentric perceptual and interactional space 

baced on the notions of visibility and confrontation. 
81 

空間定位表現が非常に対称的であ~巴本語に比べてみ~ならば、ギ lJ:シャ語ではこ

のpOlarityがいかにはっきりと言語体系に反映されているかが理解されよう.

その他、宋だ不明な点、本稿では扱わなかった他の前置詞の場合、さらに、移動の

動詞との組合せなどについては、今後の研究において発表していきたい。
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注

1)本格で掲げた用例法、筆者が小説・新聞・雑誌等から収集したものである。

2)σ~ tま直後に冠詞を伴うとσとなり、 σTOのように続けて害かれる.例えば

(1)の窃合。

3) p.14lff. 

4)μEピ lまueσαのfreevariation。

5) D.145 

6) p.146 

7) HCXPT~ávou. (1946) p.186if 

8) p.691 
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HCXPTtavou， A. A.. ( 1946 再版 1989 ) NeOeλληvl/tl1 

主主主互主5..A'. EleC1C1CXλoV(/CT/ 

関本至 (1968) ~現代ギリシア語文法J 大阪

補注

1)本格を書き終えて後、 (18)について、 UUTη 「轟」と XElλ(a r唇」との聞

に本当に授触はないのだろうかという疑問が生じた.ギリシャ語の Xe(Al t;t、ロの

周囲の赤い部分(日太語「唇」の指す部分〉と鼻〈顔面の隆起した部分〉との問の箇

所〈ロひげをはやす部分〉をも意味するかもしれないからである.い〈つかの辞書を

調べたところでは、 "Xe(λl"の項目の説明は、

"01 l5uoπTUXE<; TOU I5EpμCXTO官官OU /tλε ivouv TO σToua" 

( ~. Tσ 10VVη~1êγdλo επiTOI.IO λεtl/CO Tηc ε入入ηvl/tl1C;:

色白盟主【 19 86J ) 

「ロを閉じる・二つの皮膚のしわ」

"κaeεiJ，(CX a1To TI<;σCXpκWl5el官官Tuxe雪 TOUotpμCXTO宮

TOUπPOσc:l1rOV，μεTI<; 0甘 oiε<; /cλe ivεTCXI TO C1TOl.la" 

( A. rεωργoπaπal5a/tou. To 1.1 εγd入oλε~Iκo(1988J) 

昨夏の皮膚の肉質の各しわ.これによって口が閉じられる。」

nTOπavωιCXI /CaTGJ cxπO Tη (1)( 1σu呼 TOUσTOI.lCXTO<;
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crap"cJ ðξ 古 μ {PO~" ( A. X. navaTo~oð入 OU ， Tπεpλε~l"ó ) 

「ロの裂け自の上下にあ~肉貨の部分J

であった.すなわち、 xeiAl (;t、ロのよ下のしわのある赤い節分 (6本語「唇J) 

のみに限られ、問題になっているそれより上の部分は含まないようである三つの

税明のうち、最後のものはこの点目愛E主であるが.) 

ところが、 "uovσTaKt" rロひげJは

"01 TP(XE宮宵OU φUTPcJVOUV σTOξ~ávωXE (入1Tωv aVTPcJV" 

( l:. Tσlodvη， i b. ) 

「男性のよ唇に生える毛」

"Tpixωμa Tωv avdpcJv crTO ~ávωxεf入 1" (A.X.rravaTo~oð入 OU ， i b. ) 

「男性のよ唇の毛」

と税明されており、ロひげに関する表現では xe(λL法問題の部分を掃すようであ

る.また、この部分にあるホクロを指して言う湾合、厳密には

AUTÓ~ {XEI IJla ξ入1a πalノωE宵 OTa Xεfλ1 a TOU. 

「彼1之容よりも上:こホク立がある」

であるが、日常的には次のように言うらしい.

AUTO吉正XEIμla ελ1 a σTO 宵 avωxεfλ1 TOU ・

「役はよ唇にホクロがある」

このように場合によっては、問題の、ロひげをはやす部分が xeiAtでミさされ得るの

であれば、 ・~ÚT明 r~J とのr.~には媛触があり得る.したがって、 (lZ)はここに掲

げろのには不適切な例と言わざるを得ない.
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ο τρόπος {κφρασης χώρου στα λεοελληνικα 

Σ'αυτό το αρθρο μελεταμε την κατανομή των προθέσεων σε 

και από όταν συντασσονται με διαΦορα τοπικα επιρρήματα 

όπως : πανω, κατω. κτλ .. 
Βασιζόμενοι σ'αυτή τη κατανομή βλέπουμε ότι το συστημα 

των εκφρασεων χώρου στα ~εoελληνικα δεν είναι συμμετρικό 

αλλ α ασυμμετρο. που σημαίνει ότι καθρεπτίζει πιο αμμεσα 

τον εγωκεντρικό μας τρόπο αντιλήφης του χόρου. 

Επιπλέον θα συναντήσουμε μερικα παραδείγματα που 

αντιβαίνουν στους κανόνες της γραμματικής ότι δηλ. δεν 

υπαρχει σημασιολογική διαφορα μετα~υ των προθέσεων σε και 

~A σε ωρισμένες συνθετες εμπρόθετες φρασιες όπως: μρποστα 

σε / από. 
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